




 

 機能低下という身体的ハンディを伴っている為、種類や数が限られ展開の過

程での反応も半減しがちな PMD 症児の「遊び」に焦点をあて患児達の積極的参

加と円滑な展開を図り、その中で「遊び」の意義、在り方についても検討して

いく事を目的として、用具の改良と試作に取り組んできた。 


